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様式第３号（第７条関係） 

 

 

会　議　録 

 

１　附属機関の会議の名称 

　　　水戸市稲荷第二市民センター運営審議会 

 

２　開催日時 

　　　令和７年２月６日（木）　午後３時５分から午後４時 40分まで 

 

３　開催場所 

　　　水戸市稲荷第二市民センター　　学習室 

 

４　出席した者の氏名 

（１）委　員 

海東　健、押野　洋子、大沢　修、吉崎　久美、島崎　繭子、田山　善堂 

 

（２）執行機関 

須能　剛志、七川　真智子 

 

５　議事及び公開・非公開の別 

　　（１）令和６年度　市民センター事業報告について　　　　　　（公開） 

（２）令和６年度　市民センター施設利用状況について　　　　（公開） 

（３）令和７年度　市民センター事業計画（案）について　　　（公開） 

（４）令和７年度　定期講座開設計画（案）について　　　　　（公開） 

（５）その他 

 

６　非公開の理由 

 

７　傍聴人の数 

　　　なし 

 

８　会議資料の名称 

　　　令和６年度第２回稲荷第二市民センター運営審議会 
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９　発言内容 

執行機関　　ただいまから令和６年度第２回「水戸市稲荷第二市民センター運営審議会」を開催いたし

ます。本日皆様方には、大変御多忙のところ御出席を賜り誠にありがとうございます。 

それでは初めに、会長より御挨拶を頂戴したいと思います。よろしくお願いいたします。 
 
　　会長　　（挨拶） 
　 

執行機関　　それでは、これより議事に入りたいと思います。水戸市市民センター条例第 12 条第１項の

規定により、　　会長に議事の進行をお願いいたします。 
　　　　　　　　 

議　　長　　それでは、市民センター条例の規定により、議長を務めさせていただきます。会議をスムー

ズに進めたいと思いますので、委員の皆様の御協力をお願いいたします。 

では、議題に入る前に「本日の出欠状況」について、事務局より報告願います。 

　　　　　　 

執行機関　　本日の出欠状況について御報告いたします。委員数６名のところ、本日の出席者６名、欠席

者０名でございます。よって、出席者は全委員数の２分の１以上に達しており、市民センター

条例第 12条第２項の要件を満たしておりますので、本日の会議が有効に成立していることを

御報告いたします。 

　　　　　　　　 

議　　長　　事務局からの報告のとおり、本日の運営審議会は有効に成立しておりますので、これより

次第に従って進めてまいります。 

なお、本日の議事録署名人は、　　委員と　　委員のお二人にお願いします。 

それでは議事に入ります。まず、（１）の「令和６年度市民センター事業報告について」、事

務局から説明をお願いします。 
　　　　　　 
執行機関　　（資料に基づき説明） 
 
議　　長　　ただいま事務局から説明がありましたが、これについて何か質問等はございませんか。 
 

　　委員　　ソフトバレーボール大会は稲荷第二地区から３チーム出場とありますが、百合が丘と六反

田と栗崎からですか。 
 

執行機関　　百合が丘から３チームです。地区回覧をして、町内会長さん方にお知らせは回っているの

ですが、六反田と栗崎から出場チームはありませんでした。普段、体育館などで活動していま

せんと、チーム作りも難しいのだと思います。 
 
　　委員　　わかりました。年齢の問題もあるのでしょうね。 
 
　　委員　　定期講座の受講者ですが、今年度に新たに参加した人数は分かりますか。 
 

執行機関　　令和５年度の受講者数は 81 名、６年度が 82 名なのですが、単純に１名が新規申し込みと

いうことではなく、５年度で辞めた方もいらっしゃいます。令和６年度に新しく入った方は

11 名です。 

市民センターの定期講座は、何か理由がなければ継続する方が多く、皆さん、楽しみにして

います。継続の講座では、新規申し込みの方はそれほど多くはないという状況です。 

 

　　委員　　以前、長く続いている講座があるという話をお伺いして、そこに新しい方が少しずつでも

入ってきていれば、そこからどんどん広がっていくのではと思いますので、新しい方に毎年応

募していただければと思います。 



3 

　　委員　　福寿のつどいは、75 歳・80歳・85歳・90歳以上を対象にしたとのことですが、その方たち

が 60名来たということですか。 
 
執行機関　　対象のお客様は 18 名くらいで、役員・アトラクション披露の方を含めて 60名です。 
 
　　委員　　77 歳、78 歳の方には、案内を出さないから来ないということですね。 
 

執行機関　　そうです。今年は 82 歳の方がお一人、案内が来ないけれど出席したいと窓口にいらっしゃ

いましたが、福寿のつどいになって、５歳刻みになったことを説明させていただき、３年後を

楽しみにすると言ってお帰りいただきました。 
 
　　委員　　案内を出した対象者は何人ですか。 
 
執行機関　　150 名弱です。 
 
　　委員　　出席者 18 名ということは、８分の１くらいですね。 
 
　　委員　　少ないですね。 
 
　　委員　　５歳刻みというのは水戸市の方針ですか。 
 
執行機関　　そうです。 
 
　　委員　　元気な人しか来られないですね。 
 
　　委員　　年齢が一番上の方は、91 歳だったと思います。 
 

議　　長　　では、次に「（２）令和６年度市民センター施設利用状況について」事務局から説明をお願

いします。 
　　　　　　 
執行機関　　（資料に基づき説明） 
 
議　　長　　ただいま事務局から説明がありましたが、これについて何か質問等はございませんか。 
 
　　委員　　図書利用の５月２名は、年齢はどのくらいでしょうか。小学生ですか、高齢者ですか。 
 
執行機関　　受付簿に年齢を書く欄はないのですが、高齢の方です。 
 

　　委員　　調べてみたら、この近くの常澄図書館までの距離は２キロ少し。そこまで通うのが大変と

いう方には、県立図書館で団体貸出制度というものがあって、500 冊までだったら、半年貸し

ていただけます。そういった制度なども使っていただく手段もあります。県立図書館も蔵書

100 万冊を超えていて、本があふれていますので、できれば貸し出ししたいそうです。県立図

書館としては、使っていただければ、お互いＷＩＮＷＩＮになって、高齢者が使うのであれば、

高齢者が読みそうな本を見繕って置いておき、半年後に返すという利用促進の方法も考えら

れます。 

 

執行機関　　図書館が地区内にある稲荷第一、見和、吉田、内原、五軒の市民センターに図書コーナーは

設けられていません。歩いて行ける範囲に、蔵書をしっかり持っている図書館があるからで

す。市民センターの図書コーナーは、御記憶にある方もいるかもしれませんが、移動図書館と

いうバスのような、後ろに図書を積んだ、定期的に地域を巡回していた制度がありました。そ

の車両は特注ですし、なかなか思うように更新もできないので最寄りの市民センターに行き

ますと、図書館の蔵書が、ほんの一部ですけれど、ありますよという体制になりました。 
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　　委員　　移動図書館の延長と捉えればよいですね。 
 
執行機関　　はい、そうです。 
 

　　委員　　図書コーナーは、小学校の生徒たちがお世話になっています。図書の利用というよりは、図

書コーナーを使わせてもらっていて、特に夏に涼ませていただいて、私もたまたま来たときに

は静かにするようにと注意するようにしていました。このようにお世話になれる場所があり、

とてもありがたいと感じています。ぜひ本をたくさん読んでもらいたいと思っているのです

が、常澄図書館は子どもだけでは行けない距離です。市民センターで団体貸出システムを利用

できたら、子どもたちだけでも本を借りに来られるようになります。そうなったら、保護者も

含め利用方法などしっかりと指導した上で、使わせていただくことになると思うのですが、市

民センターがもっと素敵な良い場所になると思いました。 
 
　　委員　　小学校の図書館は、結構充実していますよね。 
 

　　委員　　はい、充実しております。かなり数もあって、毎月、何回か司書の方もいらっしゃってきれ

いに飾っていただいていますが、子どもたちは普段は図書室をあまり利用せず、休み時間は外

で遊んで、雨の時にだけ利用しています。借りる数も多くなくて、読書にもっと力を入れない

といけないのですが、朝の読書タイムもありませんし、夏休みの前に貸し出しはしているので

すが、夏休み期間一度貸し出したらそれきりです。ですから、近くにそういったシステムを利

用できるところがあれば、夏休みの宿題で調べものがある時にもとても良いと感じました。 

 

執行機関　　子どもたちは、最近は来ていませんが、夏前ぐらいから 11 月いっぱいぐらいまで、ほぼ毎

日のように来ていました。本はちらちらとは眺めるかもしれませんが、皆さん御承知のよう

に、本に興味のある子は今少なくて、実際は、ゲームを持ってきたり、カードを持ってきたり

して、放課後の 30分から 1時間を過ごしているようです。 
 
　　委員　　その子どもたちの利用は、図書貸し出しの数にはカウントされないということですか。 
 
執行機関　　そうです。 
 

　　委員　　県立図書館には、２階に視聴覚ホールという部屋があって、夏休みの間に高校生が勉強を

しているのですが、本の貸し出しとは別に入館者数として、利用者数に入れているようです。

今よく言われている「居場所」、「サードプレイス」として市民センターに涼みに来る、ゆっく

りする、そういった利用もありなのではと思うのです。地域に根差したという意味ではそうい

ったゆるやかな使い方も良いのではと思いました。 

 

　　委員　　市民センターは涼しいですし、暖かいですし、最高ですよね。本の啓蒙は、難しいでしょう

ね。私の経験上、中学生に関しては、男子はほとんど読まないでしょうから。女子の一部が読

むくらいではないでしょうか。 

 

　　委員　　小学生の女子も、本を読む子は少ないです。休み時間は絵を描いているか、今は、いなりフ

ェスの前ですので、踊っているかですね。 

 

　　委員　　各部屋の利用者数に関してなのですが、例えば、和室で令和６年度の７月は 76人、８月は

38 人で、令和５年度から比べると結構減っているのですが、何か背景があるのでしょうか。

逆に増えたときの背景があれば教えていただけますか。 

 

執行機関　　部屋利用の場合、市民センターが直接行う講座以外は、生涯学習のサークル、グループに部
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屋をお貸ししている状況ですので、その参加者が 15人なのか３人なのかで変わってきてしま

いますので、和室の利用に関して、この要因が考えられるというのは、正直思い当たりません。 
 
　　委員　　分かりました。 
 

議　　長　　では、次に「（３）令和７年度市民センター事業計画（案）について」事務局から説明をお

願いします。 
　　　　　　 
執行機関　　（資料に基づき説明） 
 
議　　長　　ただいま事務局から説明がありましたが、これについて何か質問等はございませんか。 
 

　　委員　　いきいきまつりの反省事項になってしまいますが、お菓子まきのボールの景品交換所にい

たのですが、中学生が、成人の部のお菓子まきボールを持ってきて「お父さんに渡すから。」

というので、成人向けの景品が一時、中学生の手に渡るということがありました。その後、成

人向けの景品は無事に取り戻して、別の景品を渡せました。 

 

執行機関　　いきいきまつりの景品の購入は、地域の方にお願いして、わくわくするものを揃えていた

だきました。今年、その課題が生じましたので、来年は成人が限定になるような景品は入れな

いようにしたいと思います。 

 

　　委員　　私個人の意見としては、景品を渡す人がチェックをしていて、最終的には渡さないことが

できたのであれば、対応できたということで、あまり気にしなくても良いと思います。 

 

執行機関　　誰にも渡せる物を用意しておけば、課題解決になりますので、次年度以降の取り組みとし

たいと思います。 
 
　　委員　　その方が無難ですね。 
 

　　委員　　お菓子まきで、小学生の部に中学生が入ってしまって、小学生の保護者の方から危険と指

摘を受けました。アナウンスで中学生は入らないように何度言っても、その子たちに聞いても

らえませんでした。他の部の参加者は、入れないように距離を空けておいたのに強引に入って

きてしまって、来年はもっと対策しないといけないと思いました。 

 

　　委員　　それは、いきいきまつりの実行委員会の中で検討しましょう。 

 

執行機関　　いきいきコミュニティの行事ですので、いきいきコミュニティの方で対応は決まっていく

と思いますが、考えられる方法の一つとしては、コーン標識とバーでエリアをしっかりと区切

って、誰もいない状態からスタートさせ、そこへ、小さいお子さんが対象の時には、その子た

ちだけを入場させて、終わったら退場させるという方法があると思います。 

 

　　委員　　いきいきまつりの実行委員会の中で、お菓子まきの年齢をきちんと分けて対応しようとい

う話は毎年されています。気になるのは、まく物の中に重いものがあって、それを遠くに投げ

るとキャッチできない子がいると思うと怖いので、重いものは近くにしか投げません。 

 

執行機関　　　　委員さんには、昨年度まいていただきました。今年度は同じ意見が実行委員会で出ま

したので、まく物は軽い物だけにしました。しかし、軽すぎて遠くにいる人たちに届かないと

いうことがあり、それが今年の新たな課題となりました。イベント会社が企画するものでなく

地域のお祭りですから、いろいろな経験をしながら良いものになっていくのだと思います。 
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　　委員　　おばあちゃんが近くにいますと、重いものを投げたら危ないと思いながらやっていました。

小学校低学年の時も怖かったです。 

 

　　委員　　私は小学生に投げましたが、みんな知った顔だったので投げやすかったです。番号の入っ

たボールは遠くにも投げやすいのですが、わっと集まるので転倒して怪我などしないように

なるべく近くに投げるよう気をつけました。 
 
　　委員　　お菓子まきはずっと続けていくのでしょうね。 
 

執行機関　　地域のおまつりでお菓子まきをやるのは、私は初めてでした。他の地域ではビンゴやじゃ

んけん大会はありました。大場も稲荷一も下大野も一番盛り上がるのは、お菓子まきの時だと

聞きましたので、時代に合わせてスタイルを変えていくにしても、旧常澄地域の文化的なもの

として盛り上がるのかもしれません。 

 

　　委員　　上棟式でお餅をまく、あの感覚で楽しいのでしょうね。怪我がないように注意して行えば

良いのではないでしょうか。 

 

　　委員　　私は怪我をさせてしまうのが怖いのですが、怖いと思う人が少ないのであれば、お菓子ま

きは続けていくのはしょうがないですね。 
 
　　委員　　お菓子まきの幼稚園生や小さい子の部があったのですね。 
 
　　委員　　はい。実行委員会で部門を区別しようと話し合って行っています。 
 

　　委員　　幼稚園生の部、小学生の部、中学生は一般の部でしょうか。中高校生と高齢者が一緒なのは、

体格の差もありますので、そこが一番気をつけた方が良いかもしれないですね。 

 
　　委員　　問題になるような大人も子どもも来ていなかったように感じました。 
 
　　委員　　警備係もいますので、そういうチェックはしていたと思うのですが。 
 

　　委員　　ルールを守ることに不安がありそうな子は、私も声掛けをしながら良く見ていたのですが、

大人が言えば片付けの手伝いもしてくれました。お菓子まきの時に、少し迷惑をかけてしまっ

たかもしれませんが、いきいきまつりがあって、そこへ来て、周りの人と一緒に片付けなどを

することによって、地域の役に立てた、彼らの一つの居場所にさせてもらったと感じました。 
 
　　委員　　私もその気持ち分かります。 
 
　　委員　　そういう意味でも、いきいきまつりも役に立っていますね。 
 

　　委員　　学校では格好をつけてしまうけれど、地域に戻ると、小さい頃から知っている人がたくさ

んいて、近所の方もいて、先生もいて、言われたことに対して素直に動ける大切な機会だと見

ていました。来年も、もし来るならば、しっかり指導して参加させたいと思っています。 

 

　　委員　　戻る居場所があるのは良いですね。事情を知っている方は、注意して見守っていました。 

 

　　委員　　保護者の方が見守っているというだけで、私は安心です。何かあった時には、腕章を付けた

方が対応します。相手に立場を理解させて注意しないと危ないことがあります。 

 

議　　長　　では、次に「（４）令和７年度　定期講座開設計画（案）について」事務局から説明をお願

いします。 
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執行機関　　（資料に基づき説明） 
 
議　　長　　ただいま事務局から説明がありましたが、これについて何か質問等はございませんか。 
 
　　委員　　新規の茶道教室は開設してほしいという要望があったのでしょうか。 
 

執行機関　　いえ、要望を受けてのものではありません。茶道を選択した理由としては、和室の稼働率の

低さがあります。ホールは定期講座とサークルの使用で結構埋まるのですが、和室はなかなか

埋まらないのです。和室でできるものとなったときに、すでに着付けの講座もありまして、あ

と何をやるかということで、茶道を選択しました。 
 
　　委員　　　　先生が受けてくださったということですね。 
 

執行機関　　はい。　　先生に先日センターの方でお会いしました。市民センターの講座ですので、通常、

御自宅でやるような教室ほど謝金も多くありません。そういった事情もお話をさせてもらっ

て、お引き受けいただきました。 
 
　　委員　　個人的にとても興味があります。 
 

執行機関　　ぜひ、お友達もお誘いいただいて、お申し込みいただければと思います。新規のニュースポ

ーツ教室についても、昨年募集して人が集まらなくて、１年間体験会とせざるを得なかったの

です。今回の茶道についても、たくさん集まるかといいますと、そこまでの自信はありません

ので、興味を持っていただいた方には是非お申し込みいただければと思っております。 
 
　　委員　　稲荷第二地区以外の方も参加可能ですか。 
 

執行機関　　はい。稲荷第二地区以外の方も参加可能です。稲荷第二地区の方が、ほかの地区の講座に申

し込むことも可能です。 

 

　　委員　　私は裏千家を習ったことがあるのですが、表千家もある中で、石州流を選んだ理由はなぜ

なのか興味があります。 

 

執行機関　　はい。ほかの市民センターで茶道教室を行っているところは、裏千家・表千家が多いです。

新たな発掘と、裏千家・表千家でないものに興味を持っていただく方が逆にいらっしゃるかな

と思い、今回選択させていただきました。謝金の金額は、市民センターの定期講座は、額が決

まっていて、普段は月謝でもっと多い額をもらっている先生に、定期講座開設に当たって、市

民センターではこの金額です、それでお引き受けいただけるかどうか、という話をさせていた

だいて、先生方の回答としては、こういう市民センターでは、地域貢献もしたいからお金の問

題ではなく、引き受けるよと言っていただくケースがほとんどです。 
 
　　委員　　時間が合ったら是非参加したいですね。 
 

　　委員　　　　先生は有名な方で、　　　会の会長もなさっています。歴史にもお詳しくとても素敵

な方です。良さが伝わると人がたくさん集まると思います。 

 

執行機関　　お会いするに当たって、果たして、それくらいの地位の方が、市民センターの定期講座をお

引き受けいただけるのかなと思ったのですが、人の役に立ちたいからやりますと言っていた

だけました。 

 
　　委員　　何人集まれば良いのですか。 
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執行機関　　10 名です。 
 
　　委員　　10 名集めたいですね。 
 

執行機関　　夜間や土日に講座をやってはいけないルールではありませんので、夜間等の講座も開設し

て、働いている世代の方が市民センターに来て、そこで地域のコミュニティが出来ていくとい

うのが良いかなという思いがあるのですけれど、募集した時に、やはり数名しか申し込みがあ

りません。話を聞いてみますと、子どもの送迎がある、部活がある、食事の支度がある、或い

は、子どもの部活が終わっても自主練習があって、また別の場所へ送迎へ行かなくてはならな

い等、きちっと安定した時間確保ができないから、申し込みにくいという声がありますので、

御自宅にいるシニア世代がメインターゲットの講座になってしまいます。 
 
　　委員　　この茶道教室は、結構、参加申込者がいそうな気がします。 
 
　　委員　　武士のお茶ですよね。挨拶も男性的なものです。 
 
　　委員　　高齢者クラブに声を掛けたら良いのではないでしょうか。 
 
　　委員　　ニュースポーツは、試行的に会費を取らずに体験会を行ったのですね。 
 
執行機関　　はい。そうです。 
 

　　委員　　述べ 104 人となっていますが、12 回ですから、１回あたり 10 人くらい来たのでしょうか。 

 

執行機関　　はい。そうです。地域でお申し込みいただいた方は、４～５名くらいです。そこへ先生が普

段一緒に活動している方が来てくださって皆さんで楽しんでいました。お申し込みいただい

た地域の方から、月２回楽しいから行こうとお声掛けいただけると輪が広がると思います。 

 

　　委員　　地域的に、時間のある方々は、自分で楽しみたいという人が多く、集まりたい方は高齢者ク

ラブに入っている気がします。 

 

　　委員　　私が分からないだけかもしれませんが、ボッチャという種目は一般的なのですか。チラシ

を見た方も、ニュースポーツという名前もピンとこなくて、屋内ペタンクもイメージがわきま

せんので、イラストなどがあると良いのではと思いました。 

 

　　委員　　ＰＲ不足ということですね。しかし、きちんとＰＲをしても、集まるのは難しいのでしょう。 

　　委員の御家族もグラウンドゴルフに行っているのですよね。実際問題として、集まる人が

いるということは、興味のある人はそこへ行くのです。失礼かもしれませんが、地域の方の興

味がないのではと思います。どのように人に声を掛けるのが良いのでしょうね。 

 

　　委員　　地域の集まりの時に話題に出すのはどうでしょうか。 

 

　　委員　　チラシが回ってきただけでは集まりませんね。 

 

執行機関　　卓球・ヨガ・健康マージャンはすぐに人が集まるのですが、いろいろな場所でやっています。

人気ではありませんけれど、他の地域にないものを稲荷第二でやっています、ということで、

茶道・ニュースポーツを選ばせていただいています。 

 
　　委員　　卓球は熱がすごいですね。町内会集会所に卓球台を置いてほしいという要望もありました。 
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　　委員　　グラウンドゴルフをやっている方に声を掛けてみるのはどうでしょう。 
 
　　委員　　難しいと思います。 
 

　　委員　　私はソフトボールをやっていて、町内でクラブの監督をしているのですが、現在は人が集

まらずに、休止状態です。ソフトボール大会も人が集まらずになくなってしまいました。 

 

執行機関　　ソフトボール大会は市民センター事業ではないのですが、令和５年 10 月に常澄ブロック会

議があってどうしていくかという話になりました。以前はお父さんソフトボールと言ってい

たところ、お父さんを取ってしまおう、男女も関係なく、御結婚されているか否かも関係なく、

大学・高校の競技者、実業団の競技者でなければ、チームを作っていいだろうという話になっ

ています。それでもやはり、９人集めるのは大変です。 
 
　　委員　　ソフトバレーはそのまま続くのでしょうか。 
 
執行機関　　はい。14 チームくらい参加があります。 
 

　　委員　　前はバレーボールもありましたが、なくなってしまい、ソフトボールもなくなりました。ソ

フトバレーは残したいです。昔、栗崎町自治会が得意だった競技がありましたね。 
 
　　委員　　インディアカですか。 
 

　　委員　　そうです。インディアカです。これもなくなってしまいました。地域の高齢者クラブのグラ

ウンドゴルフも、ぜひずっと続けてほしいと思います。 

 

　　委員　　違う話になりますが、今、小学校は市民センターの所長に大変お世話になっていて、書道の

時間に書道クラブの方に来ていただいて、子どもたちに楽しくわかりやすく指導をしてもら

って、子どもたちもどんどん字が綺麗に上達していって、大変ありがたかったのです。次は、

園芸クラブの方々に御指導いただこうと思っていたのですが、なくなってしまうのですね。受

講されていた 13 人は、ほかの先生に御指導いただくという話にならなかったのですか。 

 

執行機関　　はい。先生の方から今年度いっぱいで閉じたいと話があった際に、先生の門下生・お弟子さ

ん・お仲間を先生の後任にして続けましょうか、それとも、ほかのところから指導できる人を

見つけて続けましょうかと、クラブの代表の方とも相談をしました。先生がいての今のクラブ

の仲間ということでしたので、一旦閉じたいということになりました。 

 

　　委員　　分かりました。それから、調理室の活用が少なかったようですので、次の定期講座に料理教

室はどうかと思いました。実は、私の父が 80 歳になるのですが、毎月、料理教室に行ってい

て、独り身になってしまった時に料理教室は役立つと思います。 

 

執行機関　　御指摘の通り、調理室の稼働率が低いです。他の市民センターで調理室を使って、料理・お

菓子づくりを講座としてやっているところも結構ありますので、７年度中の新たな講座を探

していくに当たって、そういったことを念頭に置いて、開設に繋げられればと思います。 
 
　　委員　　そば打ち教室も人気がありますよね。 
 
執行機関　　そうですね。ただ、10 人集めるのが容易ではありません。 
 
　　委員　　バスでどこかへ出かける講座は人気ですね。 
 
執行機関　　そうですね。バスで出かける移動学習という講座は人が集まります。 
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　　委員　　一回で完結ですか。 
 
執行機関　　そうです。何か所か視察をして、食事をして、普段行けない場所へ行けるので人気です。 
 
議　　長　　では、次に「（５）その他」について、皆さん御意見等ありますか。 
 

　　委員　　市民センターの方は、センター長と職員の方３名で、大変なときがあると思うのですが、ど

のようなときなのでしょうか。教えていただいて、何か対策できればと思います。 

 

執行機関　　大変かどうかは人の感じ方で違うと思うのですが、例えば私が皆さんの知らないところで

21 時 22 時まで机に座っているかというとそんなことはありません。職員が、お給料が出るの

は 17時 15 分なのに、19 時 20 時まで残っているかというと、そういうこともありません。私

としては、仕事を進める上で大変だと感じるのは、職員の考えた講座の申込者の出足が悪い時

だと考えます。一所懸命調べて、先生を探して、日取りを決めてチラシを作ったのに、反応ゼ

ロが続いてしまうと職員の気持ちが厳しいと思います。モチベーションの向上に一番繋がる

のは、参加者が多くなってくれることですので、そうなってくれるとありがたいです。皆さん

が毎回出席するのは難しいと思うのですが、市民センターの講座の話題が出た時にでも、行っ

てみるといいんじゃない、行ってみると意外と楽しいですよと、一言添えていただけますと、

非常に助かります。 

 

　　委員　　先日も地区の方が、電気の講座で声掛けをしていたのですが、なかなか参加には繋がらな

いのですね。 

 

執行機関　　来ていただいた方には、意外と役に立った、聞いたことのない話を聞けたと感じていただ

ける講座が多いです。 

 

　　委員　　ここに来るまでが、遠いと感じるのでしょうね。 

 

　　委員　　口コミが一番強いです。チラシだけでなく、ここにいる皆さんで知り合いに地道に声を掛

けていくのが、良いと思います。 

 

　　委員　　茶道をやりたいのですが、高齢で正座ができないのですが大丈夫でしょうか。 

 

執行機関　　先生からは、作法はやっているうちに覚えてもらえば良いので、本当に気軽にお茶飲み話

をしに来たという感覚で来ていただければということでした。 

 

　　委員　　お話を聞きながら、お茶を楽しめるのですね。 

 

執行機関　　人をたくさん集めるのが難しいというのは、郊外地域にある市民センターの共通の課題で

す。人口の多い場所は、それだけ口コミを広げる人もいるということです。　　委員におっし

ゃっていただいた大変と感じているところは、事務負担というよりは、モチベーションの問題

で、今よりも少し反応があるとありがたいなと思っております。 

 

　　委員　　奥様が亡くなり、一人暮らしで一日中話す相手もなく、心配な方がいます。そういった方に

市民センターでこういうことをやっているよと声を掛けると良いと思います。 

 
　　委員　　その方は、外へ出て新しい方と接することに抵抗はないのですか。 
 
　　委員　　むしろ、人と話したいと思っているので大丈夫です。 
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　　委員　　そういう方に、どうやってたどり着くのかが問題ですね。 
 

　　委員　　地域の集まりで話すことが、人を集めるには良いでしょうね。会長に話し、各地域の定期の

集まりで講座の話題を取り上げてもらって、その上でチラシが回るだけでも違う気がします。 

 

議　　長　　ほかに質問等ございませんか。それでは、本日の議題は、すべて終了いたしましたので、議

長の役を解かせていただきたいと思います。委員の皆様方には、慎重なる御審議、御意見をい

ただきまして誠にありがとうございました。 

 

執行機関　　　　会長、ありがとうございました。 

委員の皆様方におかれましては、長時間にわたり貴重な御意見をいただきまして、誠にあり

がとうございました。この会議で出されました御意見、御提案などは、今後の市民センターの

運営に一つでも二つでも反映させてまいりたいと存じます。 

　　　　　　以上をもちまして「令和６年度２回水戸市稲荷第二市民センター運営審議会」を終了させ

ていただきます。ありがとうございました。


